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こ
の
新
書
は
、
い
わ
ゆ
る
記
念
誌

と
は
違
っ
て
、
社
会
的
に
意
義
深
い

本
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
私
が
編
集

責
任
者
と
し
て
立
て
た
ビ
ジ
ョ
ン
は

た
だ
ひ
と
つ
、「
一
般
読
者
に
伝
わ
る

言
葉
で
、
こ
の
世
界
の
複
雑
性
を
示

す
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ね
ら
い

ど
お
り
の
本
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
本
は
、
エ
ッ
セ
ー
38
篇
と
コ

ラ
ム
６
篇
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ッ
セ
ー
は
、
国
際
学
部
の
教
員
38

名
が
、
自
分
の
研
究
と
教
育
に
つ
い

て
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
先
生
方
に

は
自
由
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
結
果
と
し
て
国
際
学
部
の
多

彩
さ
を
よ
く
伝
え
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

に
な
り
ま
し
た
。
コ
ラ
ム
は
、
国
際

学
部
が
独
自
の
理
念
に
基
づ
い
て
実

践
す
る
社
会
活
動
に
つ
い
て
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
そ
の
全
容
を
踏
ま
え

る
こ
と
で
、
こ
の
学
部
が
ど
の
よ
う

に
具
体
的
な
社
会
問
題
と
向
き
合
っ

て
き
た
か
が
理
解

で
き
る
は
ず
で
す
。

本
書
の
多
彩
さ
、

幅
広
さ
を
支
え
て

い
る
の
は
、「
複
数

の
視
点
か
ら
世
界

を
見
る
」
と
い
う

く
な
る
危
険
も
付
き
ま
と
い
ま
す
。

国
際
学
部
が
掲
げ
る
「
学
際
」
と
は
、

専
門
性
を
大
切
に
し
つ
つ
も
、「
学
と

学
の
隙
間
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
社
会

の
現
実
に
注
目
す
る
」
と
い
う
方
針

の
こ
と
で
す
。
こ
の
方
針
が
よ
く
表

れ
て
い
る
の
は
、「
福
島
乳
幼
児
・
妊

産
婦
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

原
発
事
故
と
い
う
世
界
規
模
の
公

害
に
対
し
て
、
こ
の
国
の
対
応
は
後

手
に
回
っ
て
い
ま
す
。
行
政
部
門
ご

と
の
縦
割
り
構
造
が
、
被
災
の
複
雑

な
現
実
の
把
握
を
阻
ん
で
い
る
の
で

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
環
境

学
、
政
治
学
、
開
発
学
、
法
学
、
哲

学
を
修
め
た
教
員
が
関
わ
る
こ
と
で
、

部
門
や
分
野
の
壁
を
突
破
し
、
ど
う

す
れ
ば
当
事
者
に
犠
牲
を
し
わ
寄
せ

す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を
改
善
で
き
る

の
か
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

一
方
、「
国
際
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

「
地
域
の
国
際
化
」
と
「
地
域
か
ら
の

国
際
化
」
と
い
う
二
重
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
重
要
で
す
が
、

私
た
ち
の
出
発
点
は
前
者
で
す
。「
地

域
の
国
際
化
」
と
は
、「
自
分
の
足
元

の
地
域
が
今
や
多
国
籍
化
し
て
い
る
」

と
い
う
現
状
認
識
を
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
認
識
に
基
づ
く
活
動
が
、
栃
木

県
の
外
国
人
児
童
の
教
育
を
支
援
す

姿
勢
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
姿
勢
に

通
底
し
て
い
る
の
は
、
「
小
さ
な
も

の
」、「
ス
ロ
ー
な
も
の
」、「
異
質
の

も
の
」
へ
の
眼
差
し
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
口
当
た
り
の
よ
い
教
訓

や
性
急
な
対
症
療
法
を
追
い
求
め
る

社
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
眼

差
し
が
欠
落
し
が
ち
で
す
。
そ
の
結

果
、
異
な
る
文
化
や
主
張
に
レ
ッ
テ

ル
貼
り
を
し
た
り
、
同
じ
よ
う
な
立

場
に
し
か
通
用
し
な
い
価
値
観
を
強

調
し
た
り
す
る
傾
向
に
、
拍
車
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は

こ
う
し
た
傾
向
と
は
明
確
に
一
線
を

画
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
複
雑
で

多
様
な
も
の
を
、
複
雑
で
多
様
な
ま

ま
に
理
解
す
る
こ
と
こ
そ
、「
知
性
」

の
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

も
う
少
し
学
問
的
な
言
葉
で
言
い

換
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
２
つ
の
「
際
」
で
す
。
学
を
超

え
る
「
学
際
」
と
国
を
超
え
る
「
国

際
」
が
、
本
書
の
核
心
を
為
し
て

い
ま
す
。
現
代
の
社
会
問
題
は
、

限
ら
れ
た
学
問
で
対
応
・
解
決
で

き
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ひ
と
つ
の
「
学
」
を
修
め
る

こ
と
は
大
切
で
す
が
、
そ
の
枠
内

に
留
ま
る
だ
け
で
は
、
視
野
が
狭

「
地
域
か
ら
の
国
際
化
」
と
「
地
域
の
国
際
化
」

□
国
際
学
部
長
田
巻
松
雄
教
授

20
年
と
一
口
に
言

っ
て
も
、
前
半
の
10

年
と
後
半
の
10
年
で

は
随
分
違
う
と
思
い

ま
す
。
10
年
前
と
い

う
の
は
国
立
大
学
が

法
人
化
し
た
年
で
、
従
来
よ
り
も
地
域
貢
献
と
い
う

も
の
を
よ
り
真
剣
に
考
え
て
い
く
機
会
に
な
り
、
国

際
学
部
な
ら
で
は
の
地
域
貢
献
と
は
何
か
と
い
う
議

論
を
重
ね
ま
し
た
。

最
初
の
10
年
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
国
際
協
力
、

国
際
貢
献
、
あ
る
い
は
経
済
協
力
と
い
う
よ
う
な

「
外
」
を
中
心
に
学
ぶ
学
部
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
非
常
に
重
要
で
、
よ
り
発
展
さ

せ
て
い
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
と
同

じ
く
ら
い
、「
地
元
の
身
近
な
地
域
で
進
ん
で
い
る
国

際
化
」
に
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
に
国
際
学
部
な
ら

で
は
の
地
域
貢
献
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
世
界
各
国
の
問
題
と
地
域
の
国
際
化
の
問
題

を
バ
ラ
バ
ラ
に
見
る
の
で
は
な
く
一
緒
に
学
ん
で
い

け
る
よ
う
な
学
部
に
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
重
視
し
た
の
は
、
日
本
に
暮
ら
し
て
い

る
外
国
人
の
方
の
圧
倒
的
多
数
は
非
英
米
語
圏
の
人

た
ち
と
い
う
事
情
を
考
え
、
世
界
の
共
通
語
で
あ
る

英
語
教
育
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
英
語
プ
ラ

ス
・
ワ
ン
の
外
国
語
を
幅
広
く
学
べ
る
よ
う
な
教
育

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
世
界
の
い
ろ

い
ろ
な
地
域
、
文
化
を
学
ぶ
。
そ
れ
に
、
日
本
国
内

の
問
題
も
か
ら
め
て
考
え
て
い
く
と
い
う
視
点
を
持

っ
た
国
際
系
の
学
部
、
学
科
は
全
国
を
見
て
も
あ
ま

り
な
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

時
代
の
中
で
生
み
出
さ
れ
て
き
た
と
い
う
か
、
必
要

「国際学部20周年」－国立大学唯一の国際学部として－
国
際
学
部
設
立
20
周
年
を
記
念
す
る
企
画
と
し
て
同
学
部
の
38

名
の
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
と
教
育
に
つ
い
て
真
正
面
か
ら
語
っ

た
『
世
界
を
見
る
た
め
の
38
講
』
が
出
版
さ
れ
た
。「
国
際
学
部
で

学
ぶ
こ
と
」
の
意
義
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ッ
セ
ー
に
こ
め
ら
れ
た

「
国
際
学
部
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
と
は
―
。
編
集
責
任
者
で
あ
る
田
口

卓
臣
准
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

る
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
10

年
に
及
ぶ
教
育
現
場
で
の
調
査
に
基

づ
い
て
、
中
学
教
科
単
語
帳
（
タ
イ

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
語
）
や
、
教
員
向
け
の

手
引
書
を
制
作
し
て
き
ま
し
た
。
真

の
「
国
際
」
性
と
は
、
自
分
が
住
む

地
域
の
国
際
化
に
対
し
て
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

の
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

外
国
人
児
童
が
「
下
層
」
と
し
て
固

定
化
さ
れ
る
動
向
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
意
味
で
も
「
小
さ
な
も
の
」
を
注

視
す
る
国
際
学
部
の
理
念
を
よ
く
示

し
て
い
ま
す
。

私
は
序
文
で
、
各
エ
ッ
セ
ー
を

「
窓
」
に
喩
え
ま
し
た
。
読
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
ど
の
「
窓
」
か
ら
「
世
界
」

を
眺
め
て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
い
く
つ
か
の
エ
ッ
セ

ー
を
つ
ま
み
食
い
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
全
体
を
通
読
し
、
好
き
な
エ
ッ

セ
ー
を
読
み
返
し
な
が
ら
、「
窓
」
と

「
窓
」
の
間
を
行
き
来
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、「
複

数
の
視
点
か
ら
世
界
を
見
る
」
姿
勢

が
ど
れ
ほ
ど
大
切
か
、
そ
の
姿
勢
が

今
日
の
日
本
社
会
に
ど
れ
ほ
ど
欠
落

し
て
い
る
か
を
実
感
で
き
る
は
ず
で

す
。
次
の
一
文
は
、
本
書
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
凝
縮
し
て
い
ま
す
。「
複
雑
で
、

繊
細
で
、
多
様
な
こ
の
世
界
へ
の
眼

差
し
を
み
ず
か
ら
の
う
ち
に
取
り
戻

す
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
本
書
『
世
界

を
見
る
た
め
の
38
講
』
が
目
指
す
目

標
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
―
。

視
さ
れ
て
き
た
領
域
な
の
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
国
籍
、
ル
ー
ツ
の
あ
る
人
た
ち
が
共
存

で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
。
目
に
見
え
る
人
間
関
係
を
含
め
た
国
際
化
を

考
え
る
学
部
だ
と
思
い
ま
す
。

外
国
人
児
童
生
徒
の
家
庭
は
、
経
済
的
に
厳
し
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
国
立
大
学
唯
一
の
国
際
学
部

で
あ
る
本
学
部
は
、
経
済
的
な
理
由
で
大
学
進
学
が

か
な
わ
な
い
と
い
う
学
生
が
学
べ
る
場
と
し
て
、
そ

の
重
み
は
非
常
に
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
経
済

的
な
理
由
で
、
あ
る
い
は
日
本
語
が
十
分
で
は
な
く
、

セ
ン
タ
ー
試
験
を
課
す
現
行
の
入
試
制
度
で
は
進
学

は
難
し
い
と
い
う
よ
う
な
人
た
ち
の
た
め
の
特
別
枠

を
大
学
が
用
意
し
て
、
将
来
を
担
う
人
材
を
育
て
て

い
く
仕
組
み
を
、
い
ま
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

1
9
9
4
年
　
国
際
学
部
創
設

国
際
社
会
学
科
、
国
際
文
化
学
科

1
9
9
9
年
　
大
学
院
修
士
課
程
国
際
学
研
究
科
設
置

国
際
社
会
研
究
専
攻
、
国
際
文
化
研
究

専
攻

2
0
0
4
年
　
国
際
学
研
究
科
国
際
交
流
専
攻
設
置

2
0
0
7
年
　
大
学
院
博
士
後
期
課
程
国
際
学
研
究
科
設
置

大
学
院
修
士
課
程
国
際
学
研
究
科
を
大
学
院

博
士
前
期
課
程
国
際
学
研
究
科
に
名
称
変
更

2
0
0
8
年
　
多
文
化
公
共
圏
セ
ン
タ
ー
設
立

□
国
際
学
部
同
窓
会

吉
葉
恭
行
会
長

人
文
社
会
系
の
学

部
が
宇
都
宮
大
学
に

初
め
て
で
き
る
と
い

う
こ
と
が
と
て
も
印

象
的
で
、
ぜ
ひ
入
学

し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
社
会
人
を

経
験
し
て
か
ら
の
学
士
入
学
で
し
た
か
ら
、
高
校
を

卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
い
学
生
と
一
緒
に
勉
強
す
る

こ
と
に
新
鮮
味
が
あ
り
ま
し
た
。

国
際
学
部
は
多
様
な
分
野
の
先
生
方
が
集
ま
っ
て

い
る
学
部
で
す
。
多
様
な
視
点
か
ら
の
講
義
は
学
生

た
ち
の
視
野
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。
後
輩
た
ち
に
は
、

そ
れ
を
自
分
の
糧
に
し
て
広
い
視
野
を
持
っ
た
人
間

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

□
国
際
学
研
究
科
同
窓
会

土
屋
伸
夫
会
長

私
は
１
期
生
で
す

が
、
当
時
の
研
究
科

の
構
成
は
社
会
人
3

割
、学
部
出
身
5
割
、

外
国
人
2
割
で
し

た
。
修
了
生
は
世
界

各
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル

な
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ま
で
こ
そ
全
国
の
大
学

で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
20
年
前
に
国
際
学
部
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
は
画
期
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
ま
世
界
は
、
国
対
国
で
み
る
と
決
し
て
い
い
関

係
に
あ
る
と
言
え
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す
が
、
個
々

人
で
考
え
て
い
け
ば
人
間
対
人
間
の
関
係
で
す
。
そ

う
い
う
部
分
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

国際学部の学部棟の前で。田巻学部長と吉葉学部同窓会長

（右）と土屋研究科同窓会長（左）

「
世
界
を
見
る
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
？

下野新聞社刊

世
界
を
見
る
た
め
の
38
講

38
Lessons

ForEngaging
The

W
orld

●
一
章

第
１
講
　
戦
争
と
平
和
に
関
わ
る
学
問
と
そ
の
社
会
的
責
任

（
清
水
奈
名
子
）

第
２
講
　
無
く
て
は
困
る
が
、
あ
り
す
ぎ
て
も
困
る
も
の
（
磯
谷
玲
）

第
３
講
　
国
連
人
権
理
事
会
の
光
と
影
（
今
井
直
）

第
４
講
　
東
ア
ジ
ア
の
危
機
を
読
む
（
松
村
史
紀
）

第
５
講
　
文
化
の
概
念
と
文
化
相
対
主
義
―
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
サ

ン
ゴ
環
礁
の
経
験
か
ら
（
柄
木
田
康
之
）

コ
ラ
ム
　
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
田
巻
松
雄
）

●
二
章

第
６
講
　
日
韓
相
互
理
解
の
や
さ
し
さ
と
難
し
さ
（
佐
々
木
史
郎
）

第
７
講
　
反
日
感
情
を
変
え
た
「
文
学
」（
丁
貴
連
）

第
８
講
　
日
中
両
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
情
と
異
文
化
理
解

（
倪
永
茂
）

第
９
講
　
台
湾
と
い
う
場
を
知
る
と
い
う
こ
と
（
松
金
公
正
）

第
10
講
　
農
民
が
語
る
「
個
人
史
」
か
ら
中
国
現
代
史
を
読
み
解

く
（
内
山
雅
生
）

第
11
講
　
日
本
と
タ
イ
、
住
民
組
織
の
比
較
―
町
内
会
と
地
域
委

員
会
（
マ
リ
ー
・
ケ
オ
マ
ノ
ー
タ
ム
）

コ
ラ
ム
　
福
島
乳
幼
児
・
妊
産
婦
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
阪
本
公
美
子
、
清
水
奈
名
子
、
高
橋
若
菜
、
田
口
卓
臣
）

●
三
章

第
12
講
　
イ
ギ
リ
ス
文
化
の
探
求
か
ら
広
が
る
世
界
（
高
際
澄
雄
）

第
13
講
　
ロ
シ
ア
文
化
の
考
古
学
―
シ
ャ
ネ
ル
No
５
と
ロ
シ
ア
の

香
水
産
業
（
大
野
斉
子
）

第
14
講
　
文
学
と
文
化
―
米
国
を
め
ぐ
っ
て
（
米
山
正
文
）

第
15
講
　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
絆
（
市
川
裕
見
子
）

第
16
講
　
日
本
を
意
識
す
る
―
世
界
の
中
の
日
本
、
多
文
化
を
知

り
、
日
本
を
発
信
す
る
（
松
井
貴
子
）

第
17
講
　
繰
り
返
し
読
め
る
古
典
―
『
雨
月
物
語
』（
大
橋
敦
）

コ
ラ
ム
　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ミ
ナ
ー
（
重
田
康
博
）

●
四
章

第
18
講
　
こ
と
ば
の
不
思
議
を
追
究
し
て
（
佐
々
木
一
隆
）

第
19
講
　
英
語
の
音
声
の
理
屈
を
学
び
、
英
語
教
育
に
活
用
し
よ

う
（
湯
澤
伸
夫
）

第
20
講
　
日
本
語
教
育
と
そ
の
学
び
―
他
者
へ
の
視
点
・
こ
と
ば

へ
の
認
識
・
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
（
鎌
田
美
千
子
）

第
21
講
　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
成
功
す
る
方
法

（
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ラ
イ
マ
ン
）

第
22
講
　
多
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
と
教
育
的
実
践

（
吉
田
一
彦
）

コ
ラ
ム
　
国
際
キ
ャ
リ
ア
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
清
水
奈
名
子
）

●
五
章

第
23
講
　
ホ
ー
ム
レ
ス
の
泪
―
他
者
へ
の
想
像
力
と
共
感

（
田
巻
松
雄
）

第
24
講
　
グ
ロ
ー
バ
ル
と
日
常
（
若
林
秀
樹
）

第
25
講
　
多
様
性
の
中
の
統
一
性
、
遠
く
て
近
い
ラ
テ
ン
・
ア
メ

リ
カ
（
ア
ナ
・
ス
エ
ヨ
シ
）

第
26
講
　
大
学
教
育
の
国
際
化
を
見
る
一
視
点
（
戚
傑
）

第
27
講
　
開
発
教
育
を
大
学
教
育
に
生
か
す
―
専
門
性
豊
か
な
現

代
的
教
養
人
と
し
て
生
き
る
た
め
に
（
湯
本
浩
之
）

コ
ラ
ム
　
日
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
丁
貴
連
）

●
六
章

第
28
講
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
見
た
二
・
六
・
二
の
法
則
―
家
庭
ご

み
分
別
の
現
場
か
ら
（
高
橋
若
菜
）

第
29
講
　
レ
ッ
シ
ン
グ
の
劇
『
賢
者
ナ
ー
タ
ン
』
と
宗
教
的
寛
容

（
渡
邉
直
樹
）

第
30
講
　
ア
フ
リ
カ
の
豊
か
さ
か
ら
学
び
、
ア
フ
リ
カ
の
貧
困
と

私
た
ち
の
生
活
の
関
係
を
考
え
る
（
阪
本
公
美
子
）

第
31
講
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
悲
劇
・
復
興
・
発
展
（
重
田
康
博
）

第
32
講
　
身
近
な
素
材
を
学
ぶ
醍
醐
味
（
中
村
祐
司
）

第
33
講
　
抵
抗
を
生
き
る
―
バ
ー
レ
ー
ン
の
日
常
（
松
尾
昌
樹
）

コ
ラ
ム
　
田
中
正
造
と
ア
ジ
ア
（
高
際
澄
雄
）

●
七
章

第
34
講
　
哲
学
的
に
考
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？（

田
口
卓
臣
）

第
35
講
　
表
情
の
面
白
さ
と
む
ず
か
し
さ
（
中
村
真
）

第
36
講
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
学
生
教
育
（
古
村
学
）

第
37
講
　
国
際
協
力
分
野
に
お
け
る
研
究
と
教
育
（
友
松
篤
信
）

第
38
講
　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
私
（
バ
ー
バ
ラ
・
モ
リ
ソ
ン
）

田口卓臣 准教授

国際学部20周年 国際学部20周年 
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―
「
宇
〜
太
」
の
誕
生
は
ど
の
よ
う
に
？

茂
木

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
絵
が
好
き
で

イ
ラ
ス
ト
を
い
つ
も
描
い
て
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集
の
案
内
が
配
布
さ
れ

て
か
ら
、
す
ぐ
に
応
募
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
際
に

考
え
た
こ
と
は
、
パ
ッ
と
見
て
す
ぐ
宇
大

の
キ
ャ
ラ
だ
っ
て
分
か
る
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
に
し
た
い
な
と
い
う
こ
と
で
す
。
女
の

子
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
頭
に
紅
葉
を
つ
け

た
り
桜
の
葉
っ
ぱ
を
つ
け
た
り
し
た
デ
ザ

イ
ン
も
考
え
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
デ
ザ

イ
ン
で
は
宇
大
を
知
ら
な
い
人
に
は
伝
わ

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
描
い
て
途
中
で
ど
れ
も
し
っ
く

り
こ
な
く
て
、
じ
ゃ
あ
、
顔
で
宇
都
宮
大

学
っ
て
分
か
る
よ
う
に
し
ち
ゃ
お
う
と
思

っ
た
ら
「
宇
〜
太
」
が
で
き
あ
が
っ
た
ん

で
す
。
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ん
て
思

い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
製
作
の
発
端
は
？

川
島

宇
都
宮
大
学
に
は
素
晴
ら
し
い
魅

力
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
手
段
と
し
て
、
大
学
の
キ
ャ
ラ

も
ら
え
る
の
か
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、

事
業
計
画
に
つ
い
て
色
々
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
事
業
と

し
て
認
め
て
い
た
だ
き
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
選
考
委
員
の
先
生
方
、
そ

の
他
学
内
の
様
々
な
方
々
に
た
く
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。

―
選
考
委
員
は
ど
う
で
し
た
か
？

手
塚

応
募
総
数
は
１
０
６
点
と
多
数
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の

作
品
に
目
を
通
し
て
審
査
を
し
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
良
い
作
品
ば
か
り
で
か
な
り

悩
み
ま
し
た
が
、
と
て
も
良
い
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
一
次
審
査
で
８
作
品
に
ま
で

絞
り
込
み
、
そ
の
後
学
内
投
票
を
実
施
し

ま
し
た
。

鬼
塚

一
次
審
査
、
最
終
審
査
で
は
委
員

会
の
場
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
生

の
立
場
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
選
考
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
委
員
会
の
席
上

で
は
緊
張
し
ま
し
た
し
、
選
考
作
業
は
責

任
が
あ
り
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
選
考

の
プ
ロ
セ
ス
に
立
ち
会
え
た
の
は
と
っ
て

も
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

ク
タ
ー
を
作
っ
て
は
ど
う
か
な
と
思
い
、

「
宇
大
あ
ぴ
〜
る
隊
！
」
で
発
案
し
ま
し

た
。
学
外
の
方
に
は
、
ま
ず
は
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
が

宇
都
宮
大
学
を
ど
ん
ど
ん
知
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
の
で
は
、
と
思

い
ま
し
た
。
学
内
の
学
生
・
教
職
員
に
対

し
て
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
通
し
て
愛
校

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
一
体
感
を
高
め
る

こ
と
も
事
業
の
効
果
と
し
て
考
え
ら
れ
る

と
思
い
、
あ
わ
せ
て
企
画
の
目
的
と
し
ま

し
た
。

福
山

「
S
D
グ
ル
ー
プ
」
のSD

の
意
味

はStaff
D

evelopm
ent

の
頭
文
字
で
す
。

部
署
の
垣
根
を
越
え
て
職
員
が
集
ま
り
、

グ
ル
ー
プ
で
自
主
的
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

職
員
の
能
力
向
上
と
自
己
啓
発
の
た
め

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
「
宇

大
あ
ぴ
〜
る
隊
！
」
と
し
て
、
大
学
の
持

つ
強
み
や
魅
力
を
効
果
的
に
外
部
に
発
信

し
た
り
、
大
学
の
親
し
み
や
す
さ
向
上
を

図
る
こ
と
で
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
な
企
画
提
案
を
実
施
す
る

こ
と
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

桐
原

そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
こ
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
製
作
事
業
が
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
で
十
分
に
検
討
し
た
企
画

で
し
た
が
、
実
際
に
提
案
が
受
け
入
れ
て

都
宮
大
学
は
、「
よ
り
親

し
み
や
す
く
、
愛
さ
れ
る

大
学
」
を
目
指
し
、
大
学

の
「
顔
」
と
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
学
内
公
募
に
よ
り
製
作

す
る
こ
と
に
し
た
。
仕
掛
け
人
は
若

手
職
員
S
D
グ
ル
ー
プ
の
「
宇
大
あ

ぴ
〜
る
隊
！
」。「
学
生
、
教
職
員
の

本
学
に
対
す
る
愛
校
心
を
涵
養
す
る

と
と
も
に
、
本
学
の
魅
力
・
情
報
発

信
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
学

生
、
職
員
等
か
ら
１
０
６
作
品
の
応

募
が
寄
せ
ら
れ
た
。
学
内
投
票
で
多

数
の
支
持
を
得
た
作
品
の
中
か
ら
茂

木
眞
緒
さ
ん
（
教
育
学
部
３
年
）
デ

ザ
イ
ン
の
「
宇う

〜
太た

」
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。

「
宇
〜
太
」
作
者
の
茂
木
さ
ん
を
は

じ
め
、
学
生
選
考
委
員
の
手
塚
祐
奈

さ
ん
（
教
育
学
部
３
年
）
と
鬼
塚
希

美
子
さ
ん
（
農
学
部
３
年
）
を
交
え

て
、「
宇
大
あ
ぴ
〜
る
隊
！
」
メ
ン
バ

ー
の
川
島
則
子
さ
ん
、
福
山
晴
佳
さ

ん
、
桐
原
茉
里
子
さ
ん
た
ち
は
「
宇

〜
太
」
を
囲
ん
で
の
本
誌
写
真
撮
影

に
ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
。

11
月
22
日
（
土
）
の
峰
ヶ
丘
祭
・

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
日
、
い
よ

い
よ
「
宇
〜
太
」
が
デ
ビ
ュ
ー
。
期

待
に
胸
を
高
鳴
ら
せ
て
い
る
茂
木
さ

ん
た
ち
学
生
と
「
宇
大
あ
ぴ
〜
る

隊
！
」
の
メ

ン
バ
ー
に
話

を
伺
っ
た
。

ュ
ー
ム
を
変
え
た
り
す
る
の
も
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
。
私
が
思
い
つ
か
な
か
っ
た

よ
う
な
新
し
い
「
宇
〜
太
」
が
見
ら
れ
た

ら
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
「
宇
〜

太
」
を
か
わ
い
が
っ
て
育
て
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

―
「
宇
〜
太
」
に
は
ど
こ
で
会
え
る
の
？

川
島

「
宇
〜
太
」
の
初
仕
事
は
峰
ヶ
丘

祭
の
お
披
露
目
式
（
平
成
26
年
11
月
22
日

（
土
）
10：

00
〜
）
で
す
。
お
披
露
目
式

後
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
各
学
部
会
場

に
ご
挨
拶
に
回
り
ま
す
。
ま
た
峰
ヶ
丘
祭

期
間
中
に
会
場
の
色
々
な
と
こ
ろ
に
登
場

す
る
予
定
で
す
。

私
た
ち
「
宇
大
あ
ぴ
〜
る
隊
！
」
で
は
、

「
宇
〜
太
」
と
一
緒
に
ど
の
よ
う
に
大
学

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
学
内
外
の
多
く

の
方
々
に
「
宇
〜
太
」
と
触
れ
合
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。
思
わ

ぬ
と
こ
ろ
に
登
場
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ
！
こ
れ
か
ら
「
宇
〜
太
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
９
月
22
日
収
録
）

―
な
ぜ
「
宇
〜
太
」
が
最
優
勝
し
た
か

手
塚

個
人
的
に
は
他
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
比
べ
て
、
一
番
「
宇
大
」
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
や
す
か
っ
た
の
が
決
め
手
に
な

っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
単
純
な
シ
ル
エ
ッ
ト
な
の

で
親
し
ま
れ
や
す
い
し
、
目
に
映
り
や
す

い
と
思
い
ま
す
。

鬼
塚

宇
都
宮
大
学
を
知
ら
な
い
方
で
も

「
宇
〜
太
」
を
見
て
、
宇
都
宮
大
学
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ん
だ
っ
て
知
っ
て
も
ら
い
、

「
宇
都
宮
大
学
」
っ
て
何
し
て
い
る
ん
だ

ろ
う
か
と
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
い

い
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た

目
的
に
は
「
宇
〜
太
」
が
最
も
親
し
み
や

す
く
、
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
に

「
宇
〜
太
」
を
通
し
て
大
学
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
私
た
ち
学
生
も
嬉
し
い
で

す
。

茂
木

「
宇
〜
太
」
は
正
統
派
の
可
愛
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何

に
で
も
変
身
で
き
る
素
朴
さ
と
、
誰
で
も

描
け
る
親
し
み
や
す
さ
が
特
徴
で
す
。
今

後
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
り
新
し
い

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
着
せ
ら
れ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
季
節
ご
と
に
コ
ス
チ

茂木眞緒　教育学部３年

宇

川島則子　宇大あぴ～る隊！

桐原茉里子　宇大あぴ～る隊！

福山晴佳　宇大あぴ～る隊！

手塚祐奈　教育学部３年

鬼塚希美子　農学部３年

◆「宇～太」デビュー記念お披露目式を行います。
日時：平成26年11月22日（土）10：00～
場所：宇都宮大学峰キャンパス　峰ヶ丘祭特設ステージ
当日は「宇～太」オリジナルグッズも配付します。

「宇大あぴ～る隊！」は若手職員６名のSDグループです。
写真（右）：キャラクター製作事業の打ち合わせの様子

写真（左）：宇大「UUプラザ」で学生たちと
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栃木県立 
小山南高等学校教諭 

原　加奈子 
Kanako　HARA

■
音
楽
を
職
業
と
す
る
道
を
目
指
す

「
ピ
ア
ノ
を
習
い
は
じ
め
た
の
は
３
歳
く

ら
い
の
と
き
で
し
た
。
私
が
風
邪
を
ひ
い
て

母
の
自
転
車
の
後
ろ
に
乗
っ
て
病
院
に
行
く

道
す
が
ら
、
ど
こ
か
ら
か
ピ
ア
ノ
の
音
が
…

…
、
母
に
『
あ
れ
、
な
ん
の
音
？
』、『
あ
れ

は
ピ
ア
ノ
の
音
よ
』
と
聞
い
て
『
私
も
ひ
い

て
み
た
い
』
と
、
病
院
の
帰
り
に
そ
の
ま
ま

ピ
ア
ノ
教
室
に
寄
っ
て
習
う
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
そ
う
で
す
。
私
の
音
楽
と
の
出
会
い
で

す
」ピ

ア
ノ
と
と
も
に
少
女
期
を
過
ご
し
た
原

さ
ん
だ
が
、
高
校
時
代
（
栃
木
女
子
高
校
）

に
音
楽
の
先
生
に
出
会
い
、
大
き
な
影
響
を

受
け
た
と
い
う
。

「
す
ご
く
怖
い
先
生
で
有
名
で
し
た
が
、

指
導
力
は
抜
群
で
し
た
の
で
、
先
生
の
下
で

音
楽
を
つ
く
っ
て
い
て
、
達
成
感
や
充
実
感

が
あ
り
ま
し
た
。
演
奏
が
終
っ
た
後
の
感
動

が
た
ま
ら
な
い
と
い
う
か
、
こ
ん
な
面
白
い

も
の
は
な
い
、
そ
れ
が
職
業
に
つ
な
が
る
ん

だ
っ
た
ら
素
晴
ら
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
」

高
校
時
代
の
こ
の
体
験
が
、
音
楽
を
職
業

と
す
る
道
へ
、
迷
う
こ
と
な
く
進
む
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

■
教
育
者
と
し
て
音
楽
を
広
げ
る

「
音
楽
を
職
業
と
し
て
成
り
立
た
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で

優
勝
し
た
り
、
音
楽
大
学
で
学
ぶ
な
ど
し

て
プ
ロ
で
あ
る
声
楽
家
や
ピ
ア
ニ
ス
ト
を

目
指
す
と
い
っ
た
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
過
程
を
経
て
プ
ロ
を
目
指
す
と
い

っ
た
道
も
あ
り
ま
す
が
、
わ
た
し
は
教
育

者
と
し
て
音
楽
を
広
げ
て
い
く
道
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
コ
ン
ク

ー
ル
な
ど
で
優
勝
す
る
こ
と
も
大
切
で
す

が
、『
音
楽
を
す
る
楽
し
さ
、
喜
び
』
な
ど

を
広
げ
て
い
く
、
そ
う
い
う
選
択
も
あ
っ

て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
う
い
っ
た

思
い
が
自
分
の
中
に
大
学
生
活
を
経
て
つ

く
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
挫
折
す
る
こ
と
は
な
く
、
楽
し

み
な
が
ら
音
楽
に
『
の
め
り
込
む
』
と
い

う
過
程
を
踏
ん
で
こ
れ
た
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
」

学
校
の
先
生
に
な
る
こ
と
は
、
こ
ど
も

の
頃
の
夢
で
も
あ
っ
た
と
話
す
原
さ
ん
は
、

職
業
と
し
て
「
音
楽
」
と
「
先
生
」
と
い

う
２
つ
の
車
輪
の
よ
う
な
夢
が
叶
っ
た
。

■
二
度
と
な
い
素
晴
ら
し
い
時

学
生
時
代
の
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
い

た
。
母
校
の
恩
師
で
あ
る
声
楽
家
の
石
野

健
二
教
授
と
の
師
弟
の
写
真
を
大
切
に
し

て
い
る
。「
私
は
声
楽
を
専
攻
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
素
晴
ら
し
い
ご
指
導
を
受
け
ま

し
た
」
と
、
恩
師
の
写
真
を
見
な
が
ら
懐

か
し
そ
う
に
話
す
。

大
学
の
学
び
と
並
行
し
て
ア
ル
バ
イ
ト

に
追
わ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
思
い
出
を

語
っ
て
い
た
だ
く
と
学
生
生
活
を
満
喫
し

て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

「
大
学
時
代
は
音
楽
を
通
し
て
楽
し
い
思

い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
文
化
祭
で

は
大
学
会
館
前
の
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
し
た

り
、
音
楽
棟
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
り

し
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
も
た
く
さ
ん
し

ま
し
た
。
市
民
合
唱
団
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

結
婚
式
の
聖
歌
隊
、
ピ
ア
ノ
家
庭
教
師
な

ど
。
今
思
え
ば
、
み
ん
な
よ
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
」

ま
た
、
不
幸
な
出
来
事
を
経
て
の
大
学

院
進
学
で
あ
っ
た
が
、
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
当
時
を
振
り
返

る
。「３

年
生
の
と
き
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
採
用
試
験
を
見
送
る
こ
と
に
な
り
、
大

学
院
へ
の
進
学
を
決
意
し
ま
し
た
。
大
学

【取材・写真撮影：アートセンターサカモト 栃木文化社 ビオス編集室 】

て
お
り
、
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
は
卒
業
式
で
本
当

に
大
き
な
声
で
校
歌
を
歌
っ
て
く
れ
る
ん
で

す
よ
！
音
楽
教
師
と
し
て
喜
び
を
感
じ
る
瞬

間
で
す
ね
」

ま
た
、
原
さ
ん
は
音
楽
を
生
涯
教
育
に
つ

な
げ
た
い
と
話
す
。「
他
者
と
成
果
を
競
い

合
う
も
の
で
は
な
い
。
ず
っ
と
人
生
に
寄
り

添
っ
て
い
け
る
の
が
音
楽
で
す
。
生
徒
に
は
、

授
業
で
音
楽
の
楽
し
さ
を
体
感
し
、
卒
業
後

も
音
楽
に
触
れ
て
い
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い

な
と
考
え
て
い
ま
す
」

小
山
南
高
校
は
地
域
に
密
着
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。
老
人
ホ
ー
ム

や
施
設
、
地
域
の
お
祭
り
に
も
参
加
す
る
。

「
施
設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
く
と
、

高
齢
者
の
方
々
は
我
々
の
演
奏
や
歌
に
感
動

し
て
涙
を
流
さ
れ
ま
す
。
改
め
て
、
感
動
を

人
々
に
与
え
る
音
楽
の
力
は
す
ご
い
と
感
じ

ま
す
ね
。
生
徒
た
ち
に
も
こ
う
い
っ
た
音
楽

の
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
音
楽
で
人
生
を
豊

か
に
し
て
も
ら
え
た
ら
こ
れ
以
上
う
れ
し
い

こ
と
は
な
い
で
す
ね
」

よ
く
通
る
声
で
話
す
。
美
し
い
歌
声
で
生

徒
を
リ
ー
ド
す
る
。
力
強
く
、
そ
れ
で
い
て

笑
顔
を
絶
や
す
こ
と
が
な
い
。
生
徒
の
表
情

を
見
守
り
な
が
ら
ピ
ア
ノ
は
立
っ
た
ま
ま
で

ひ
く
。
ス
ポ
ー
ツ
科
の
体
格
の
よ
い
男
子
生

徒
や
、
少
し
恥
ず
か
し
そ
う
な
女
子
生
徒
た

ち
が
キ
ー
ボ
ー
ド
を
さ
ぐ
る
傍
ら
で
、
根
気

強
く
教
え
る
。「
ひ
け
た
！
」
パ
ッ
と
は
じ

け
る
よ
う
な
笑
顔
の
生
徒
と
一
緒
に
は
じ
け

て
く
れ
る
先
生
。
さ
わ
や
か
な
笑
顔
と
励
ま

し
の
声
に
生
徒
た
ち
は
大
い
に
の
っ
て
し
ま

う
。「
音
楽
っ
て
楽
し
い
！
」

栃
木
県
立
小
山
南
高
等
学
校
に
勤
務
し
て

７
年
目
の
音
楽
教
諭
、
原
加
奈
子
さ
ん
を
訪

ね
る
と
、
そ
ん
な
授
業
風
景
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

【
取
材
協
力
／
工
学
部
２
年
・
松
山
大
介

教
育
学
部
２
年
・
大
平
佳
世
子
】

院
で
は
音
楽
の
教
育
指
導
に
関
す
る
研
究

の
み
な
ら
ず
、
教
育
理
論
に
つ
い
て
知
識

を
深
め
ま
し
た
。
結
果
的
に
教
育
者
と
し

て
の
基
礎
を
固
め
る
た
め
の
充
実
し
た
研

究
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
実
り
の
多
い
大

学
院
生
活
で
し
た
。
学
部
生
時
代
も
含
め
、

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
で
は
二
度
と
な
い

素
晴
ら
し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」

■
音
楽
は
ず
っ
と
寄
り
添
う
も
の

７
年
間
の
教
師
生
活
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
音
楽
教
師
と
し
て
の
思
い
を
語
っ
て

く
れ
た
。

「
教
師
に
な
り
た
て
の
頃
は
不
安
だ
ら
け

の
毎
日
で
し
た
が
、
先
輩
の
先
生
方
か
ら
指

導
い
た
だ
き
授
業
や
生
徒
指
導
を
進
め
ま
し

た
。
試
行
錯
誤
の
日
々
で
し
た
が
、
親
身
に

な
っ
て
指
導
し
た
生
徒
が
卒
業
し
て
か
ら

『
先
生
に
会
い
に
来
た
よ
！
』
と
い
っ
て
成

長
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
の
が
本
当
に
う

れ
し
い
で
す
ね
。
お
か
げ
さ
ま
で
現
在
小
山

南
高
校
の
生
徒
の
出
席
率
は
99
％
を
達
成
し

小山南高校の音楽部が「第56回栃木県吹奏楽コンクール2014」（8月／宇都宮市文化会館）にて銅賞を受賞する
（前列右から5番目が原さん。隣は茅島有子校長。写真撮影／フォトライフ）

宇都宮大学時代。写真上右：恩師石野健二教授と。写真上左：同期生とコン

サートに出演（左が原さん）。写真下：卒業式（前列中央が原さん）

写真右／右：本誌編集委員・工学部２年松山大介。中央：原加奈子さん。左：教育学部２年大平佳世子
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◆ イギリスの文化を学ぶ意味として重要なことは、それ

ぞれの国、地域の文化には多様な特徴があって、その多

様性の一つの事例を知るということにあると思います。

イギリスの文化というと、例えば『バッキングガム宮

殿の兵隊さん』とか『２階建てのバス』といった固定し

たイメージがあって、ある意味、わかりやすい文化だと

は思うのですが、そういったイメージはイギリス文化の

一面にすぎません。イギリスは多民族社会であって、文

化にも多様性があります。そういう意味でイギリスの文

化を学ぶということは、多様化しているいまの世界の状

況を考える上で、おもしろいサンプルになるということ

もあると思います。

「多文化」「多様化」「多

民族」という言葉の意味

するところは、実際はど

うなのか。特に日本にい

ると、なかなかイメージ

しにくいということがあ

ると思うのですが、イギ

リスは、それが日常にあ

ふれていますし、文化の

形成に、多くの影響を与

えています。こうした社

会を背景にして生み出さ

れたモノがどのような形

を取っているのか、とい

うことを見ることができ

る点で、イギリスは重要

な地域です。

国際学部国際文化学科　出羽　尚　講師

◆ 外国語を勉強しているときに、

「なぜ同じ意味なのに、こんなに言語

の種類があるんだろう」と思ってい

たのですが、「言語」の授業を聴いて、

その謎が解けました。この授業もお

もしろかったのですが一番興味があ

るのは美術で、大学院に進んで美術

史を学びたいと思っています。その

ためにも、これから予定されている

「美術」や「庭園」など、授業で扱う

領域をしっかり勉強していきたいと思っています。

同４年　橋本恵里

◆ 熱や流れを理論的に解析する研究で、特にターゲット

にしているのが「乱流」です。乱流現象はいまもってパー

フェクトに解けないため、いろんなモデルが使われている

のが現状です。乱流モデルを開発し、それを実験と比較し

ながらリファインしていくという研究を進めています。

応用的な面に関しては、工学に限らず、例えば魚の動き

方や川の流れ、そういう自然現象などにも適応しています。

数値計算は実験ではわからないことが見えてくることがあ

ります。無味乾燥な数式なのですが、実は、その中に自然

現象の本質が隠されているということが数値計算の魅力だ

と思います。

いまは、将来の水素経済社会への移行を踏まえ経産省の

支援を受けて水素の安全対策の研究を進めています。水素

が拡散した場合、どこにどのくらいの濃度が集まっていき、

どこで爆発するのか、というような水素の拡散プログラム

を開発しています。拡散のメカニズムがわかれば爆発させ

ないための対策が見えてきます。水素ステーションから水

素が漏れた場合に備え、どこに警報器

を設置すればいいのか、など水素を安

全に使うための指針とツールを提供す

ることを目指しています。

こうした研究とともにものづくり教

育を実践していますが、学生は潜在的

な力を持っていることをFormula-SAE
のプロジェクトでつくづく感じます。

学生の能力を引き出す場が研究以外に

もたくさんあっていいと思っています。

工学研究科機械知能工学専攻　杉山　均　教授

農
学
部
　
植
物
病
理
学
研
究
室 

国
際
学
部
　
途
上
国
経
済
発
展
論 

国
際
学
部
　
途
上
国
経
済
発
展
論 

阪
本
ゼ
ミ 

教
育
学
部
　
運
動
生
理
学
研
究
室 

工
学
部 

熱
流
動
解
析
研
究
室 

◆ もともと「シャーロックホームズ」
の小説が好きだったことがイギリス

に興味を持つきっかけで、イギリス

の文化に触れてみたいと思うように

なりました。昨年、イギリスに留学

したこともあり、より深くイギリス

のことを学びたいと思ってこの授業

を選びました。いろいろな角度から

レクチャーしていただけるので、新

たな発見があります。現地の写真を

たくさん紹介してくれますので、自分もその場に行った気

になれます。 国際学部国際文化学科３年　鈴木康大

●研究室概要 ●授業概要

◆ 円柱の周りの流体の流れをコンピ

ュータでシュミレーションして乱流

の構造を解明する研究をしています。

円柱は原子炉の燃料棒を想定してい

るので、原子炉の中で起きる乱流で

熱の拡散をどう制御できるか、とい

うことに応用できるのではないかと

考えています。

工学研究科学際先端システム学専攻

２年　小手森俊紀

◆ 水素がどんなふうに拡散していく

のかを研究しています。燃料電池車な

ど「水素社会」に向けて水素のエネル

ギーとしての使い方が考えられている

中、水素を管理したり使用したりする

うえで水素の動きを知ることはとても

大切なことだと思っています。

同２年　高橋佳多

◆ 他大学にいましたが杉山先生から水素の拡散のお話を聞

き、たいへん興味深い内容だったので

この研究室に入ることを決めました。

それまでは実験がメインの研究でした

ので、ここでは基礎から学ぶことが多

くたいへんでしたが、解析手法などい

ろいろアドバイスをいただき問題解決

能力が養われたと思っています。

同１年　大島伸哉

◆ 隙間部分での乱流の解析が研究テ

ーマです。ここで研究のプロセス、

ノウハウを学び将来の仕事に活かし

たいと思っています。学部２年から

Formula-SAEに関わっていますが、
そこで得たものが大きいです。もの

づくりのすべてが詰め込まれている

と思います。 同１年　斎藤貴也

本研究室は、数値熱流体力学の研究と学生に

よるものづくり教育を実践しています。研究で

は、特に古典力学最後の問題と言われる乱流を

理論的に予測する研究を展開しています。現在、

経産省資源エネルギー庁支援により水素の浮力

乱流モデル、凝縮モデルを開発しています。同

時にアメリカの教育シス

テムFormu la -SAEを
2001年より導入、学生
とFormula車両を自作し
アメリカ大会に参戦する

など“ものづくり”を通

し学生の“ひとづくり”

に貢献しています。

●学生から

● 教員から

◆ 英語の教員を目指していますが、

教育実習で、ただ教科書の字面を追

っていくような勉強ではなく、その

後ろに隠れている文化的な背景を知

らなければいけないということに気

づきました。日本の英語教育は、発

音も文化もアメリカに偏りがちなと

ころもあるので、英語圏の一大拠点

であるイギリスのことももっと学ば

なければならないし、それを子ども

たちにフィードバックできる教員になれればと思っていま

す。 教育学部英語教育専攻３年　山根幸治

文化は実際に体験しなければ

真の理解は得られません。イギ

リス文化に直に触れることは簡

単ではありませんが、授業では

映像やコピーなどを使うことで

（たまに実物も登場！）、テクス

トだけでは得られない文化の

「力」を感じる機会を提供しま

す。それをきっかけに、受講生

が主体的に文化に触れようとす

る行動力を身に付けることが期

待されます。

（国際学部と教育学部の学生が

履修しています）

教
育
学
部
　
地
域
居
住
論 

工
学
研
究
科
　
機
械
知
能
工
学 

工
学
部 

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

材
料
力
学
Ⅰ 

●学生から     

    

    
●教員から

■ 今回ご紹介した授業の様子

および先生からのメッセージ

が動画でもご覧いただけます。

http://www.utsunomiyau.ac.jp/u_tunes/index.html
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■
土
壌
と
物
理
？

土
壌
を
調
べ
、
土
壌
改
良
や
施
肥
の

仕
方
を
決
め
る
こ
と
を
、
土
壌
診
断
と

い
い
ま
す
。「
土
壌
の
物
理
性
」
は
「
土

壌
の
化
学
性
」
等
と
と
も
に
、
土
壌
診

断
の
項
目
を
括
る
枠
組
み
の
一
つ
で
す
。

土
壌
の
物
理
性
指
標
に
は
、
土
壌
硬
度
、

土
壌
間
隙
の
多
寡
・
大
き
さ
・
連
続
性

（
土
壌
構
造
と
呼
び
ま
す
）
、
水
分
・
養

分
の
保
持
能
力
（
水
分
特
性
）
や
移
動

し
や
す
さ
（
透
水
性
）、
等
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
私
の
研
究
室
で
は
、
こ
れ
ら
を

定
量
し
、
土
壌
環
境
の
良
し
悪
し
の
診

断
、
改
善
方
法
の
考
案
や
変
化
の
予
測

に
努
め
て
い
ま
す
。

以
下
で
は
、
研
究
室
で
取
り
扱
う
土

壌
の
物
理
性
指
標
の
う
ち
の
幾
つ
か
を

示
し
て
み
ま
す
。

■
土
壌
の
三
相

土
壌
の
三
相
比
は
、
固
相
、
液
相
、
気

相
の
三
相
の
間
の
体
積
比
の
こ
と
で
す
。

三
相
比
は
、
土
壌
中
の
水
分
量
や
通
気
性

の
判
断
指
標
で
す
。
作
物
生
育
に
適
し
た

三
相
比
の
目
安
は
、
固
相：

液
相：

気
相

=

40
%：

30
%：

30
%
程
度
と
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
三
相
比
の
典
型
的
な
値
範
囲
は
、

土
壌
の
堆
積
様
式
や
生
成
過
程
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
栃
木
県
で
よ
く

見
ら
れ
る
黒
ボ
ク
土
壌
で
は
、
固
相
が
28

%
以
下
、
気
相
が
15
〜
20
%
以
上
等
、
私

た
ち
の
足
下
の
７
割
以
上
が
隙
間
で
あ
る

こ
と
を
示
す
数
字
が
多
く
得
ら
れ
ま
す
。

図-

１
は
三
相
分
布
の
例
で
す
。
固
相

率
が
、
深
さ
0
〜
10
cm
で
３
割
程
度
、
下

層
に
行
く
に
つ
れ
て
減
少
し
、
深
さ
１
０

０
cm
付
近
で
は
２
割
程
度
で
し
た
。

■
土
壌
水
の
圧
力

土
壌
水
は
、
大
気
圧
よ
り
も
低
圧
で
す
。

毛
管
上
昇
現
象
に
お
け
る
毛
管
内
の
水
と

同
様
で
す
。
ス
ト
ロ
ー
の
一
端
を
コ
ッ
プ

土
壌
中
や
土
壌
を
介
し
た
物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

輸
送
・
保
持
を
扱
う

れ
ば
永
久
シ
オ
レ
点
と
呼
ば
れ
、
土
壌

水
が
残
っ
て
い
て
も
、
植
物
根
は
吸
水

で
き
ま
せ
ん
。

図-

２
は
、
図-

１
と
同
じ
地
点
で
の
土

壌
水
の
圧
力
の
観
測
結
果
で
す
。
こ
の

圃
場
の
土
層
で
は
、
幸
い
、
生
長
阻
害

に
至
る
恐
れ
は
１
年
を
通
じ
て
少
な
い

よ
う
で
す
。

■
土
壌
の
透
水
性

土
壌
の
持
つ
水
の
通
し
や
す
さ
の
指
標

は
透
水
係
数
と
呼
ば
れ
、
次
式(D

acry

則)

で
定
義
さ
れ
ま
す
。「
土
壌
中
を
鉛
直
上
向

き
に
、
単
位
面
積
当
・
単
位
時
間
当
に
流

れ
る
土
壌
水
の
量[cm

3/cm
2/sec.]

＝
透
水

係
数[cm

/sec.]

×
（
土
壌
水
の
持
つ
圧
力

の
、
単
位
上
昇
移
動
距
離
あ
た
り
の
低
下

量[cm
/cm

]

）」。
こ
こ
で
は
圧
力
の

単
位
と
し
て
、
毛
管
上
昇
高
に
な
ぞ
ら
え

た
「
高
さ[cm

]

（
但
し
負
の
値
の
）」
を
用

い
て
い
ま
す
。
水
が
圧
力
の
高
い
処
か
ら

低
い
処
に
向
か
っ
て
流
れ
る
こ
と
を
示
し

た
式
で
あ
り
、
こ
の
式
か
ら
、
土
壌
水
分

の
移
動
速
度
や
移
動
量
が
判
り
ま
す
。

土
壌
の
透
水
性
が
良
過
ぎ
る
と
干
ば
つ

が
、
不
良
の
場
合
は
湿
害
が
、
そ
れ
ぞ
れ

懸
念
さ
れ
ま
す
。
透
水
性
の
目
安
と
し
て
、

間
隙
を
満
水
さ
せ
た
と
き
の
「
飽
和
透
水

係
数
」
が
多
く
用
い
ら
れ
、
良
い
畑
地
で

－
1

PROFILE
東京大学大学院農学生命科学

研究科博士課程修了。(独)農業
環境技術研究所特別研究員等を

経て、2009年5月より宇都宮
大学農学部。専門は土壌物理学。

博士（農学）。

農
学
部
農
業
環
境
工
学
科
准
教
授

飯
山
一
平

農学部農業環境工学科　准教授 飯山一平

ー

土
壌
物
理
学

ー

は
大
体

[cm
/sec.]

位
で
す
。

一
方
、
耕
盤
層
の

よ
う
な
堅
密
層
が

形
成
さ
れ
れ
ば
、

[cm
/sec.]

を

下
回
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
深
耕
プ
ラ
ウ

等
に
よ
り
堅
密
層

を
破
砕
し
、
あ
る

い
は
、
堆
肥
施
用

に
よ
り
土
壌
の
団

粒
化
を
促
し
ま
す
。

透
水
過
良
の
場
合

は
、
粘
土
の
客
土

等
に
よ
り
、
土
壌

の
保
水
性
を
増
す

よ
う
に
し
ま
す
。

■
お
わ
り
に

農
学
部
の
中
に
も
、
数
学
や
物
理
学
を

考
え
方
と
し
て
用
い
る
分
野
が
あ
り
、
土

壌
物
理
学
も
そ
の
一
つ
で
す
。
土
壌
中
や

土
壌
を
介
し
た
物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸

送
・
保
持
を
扱
う
分
野
、
と
記
せ
ば
、
物

理
学
の
教
科
書
に
出
て
く
る
よ
う
な
単
語

ば
か
り
で
す
。
農
学
部
に
関
心
を
お
持
ち

の
方
々
の
多
く
は
、
生
物
学
や
化
学
を
好

む
方
々
が
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

数
学
や
物
理
学
や
工
学
的
素
養
を
好
む
人

た
ち
に
も
、
自
然
を
観
、
解
釈
す
る
た
め

に
そ
の
素
養
を
活
か
す
場
が
あ
る
も
の
、

と
期
待
を
頂
け
れ
ば
、
幸
い
に
思
い
ま
す
。

10
－

6

10
－

3～
10
－

4
の
中
の
水
に
浸
し
て
立
て
れ
ば
、
ス
ト
ロ

ー
が
細
い
ほ
ど
、
高
く
上
昇
し
ま
す
。
間

隙
が
狭
い
程
、
間
隙
内
の
水
が
低
圧
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
圧
力
と
い
う

モ
ノ
サ
シ
を
考
え
、
大
気
圧
が
そ
の
モ
ノ

サ
シ
の0hPa

と
な
る
よ
う
に
目
盛
を
割

り
当
て
る
時
、
土
壌
水
の
圧
力
は
負
の
値

と
し
て
表
さ
れ
ま
す
。

植
物
根
が
土
壌
か
ら
吸
水
す
る
に
は
、

植
物
体
内
水
が
土
壌
水
よ
り
も
低
圧
で
あ

る
こ
と
が
必
要
、
と
判
り
ま
す
。
よ
っ
て
、

植
物
に
と
っ
て
の
利
用
可
能
水
分
を
定
量

す
る
上
で
、
土
壌
水
の
負
圧
を
観
測
し
ま

す
。
土
壌
水
の
圧
力
は
、
大
雨
が
降
り
間

隙
が
満
水
し
た
状
態
で0hPa

で
す
。
大

雨
か
ら
２
日
位
経
つ
と
、
黒
ボ
ク
土
壌
な

ら

程
度
（
水
深
約
60
cm
の
水
底

で
感
じ
る
静
水
圧
と
同
じ
大
き
さ
の
、
吸

引
圧
）
に
至
り
ま
す
。

程
度

ま
で
乾
け
ば
、
植
物
に
よ
っ
て
は
生
長
阻

害
が
現
れ
、

の
状
態
は
初
期

シ
オ
レ
点
と
呼
ば
れ
ま
す
。

（
水
深
約
１
５
０
ｍ
の
水
底
で
感
じ
る
静

水
圧
と
同
じ
大
き
さ
の
、
吸
引
圧
）
に
至

－
15000hPa

－
1600hPa －

5000hPa

－
60hPa

観測風景

の

勉強は一生懸命やっていました。い

ま勉強していることがよくわからないか

ら、もう少し勉強してみる。その尺取虫のよ

うな延長線上で、結局、いまに至ってしまったという感

じです。

「人生、少し回り道をしてもいいのかな」、そんなこと

を思っていました。僕は浪人していますし、留年もして

います。初めて給料をいただいたのは31歳のときでした。
景気がいい時代でしたから就職先はきっとあったのでし

ょうが、就職活動に向かない性質というか、表現が適切

かどうかわかりません

が、将来を戦略的に考え

るのが苦手でした。もう

一回同じ人生を繰り返し

たとして、多分、もたも

たやっていると思いま

す。勉強がわからないか

ら一生懸命勉強して自分

の力をつけておきたい、

それくらいしか考えられ

ない。相撲で言えばすり足、四股踏みの繰り返し、ただ

がむしゃらにやる、そういう時間、生き方もあってもい

い、人それぞれ、向き不向きがあります。周りのことは

あまり気にすることはないというふうに思います。

学生時代は「土壌物理とサッカーしかない」というく

らいサッカーに夢中になっていました。勉学のほうでは

明るい青春ではなかったので、サッカーに救われたとい

う思いがあります。サッカーにはサッカーの付き合いが

あり、仲間がいます。年上の面倒見のいい方が多く、よ

くしていただきました。日々山あり谷あり、うまくいか

ないときに研究室の他に自分の居場所があって、自分の

ことをみてくれる人がいるということがどれほど素晴ら

しいことなのか、後になってみるとよく分かります。

学生に対して言いたいことですか？「ありがとう」を

たくさん言えるといいかな。周りにゴロゴロころがって

いるのに素通りしてしまっている。確かに自分の体や感

覚で感じないとわからないかもしれない。「ありがとう」

に気づけると幸せかなと思います。 飯山一平

□取材協力/編集委員　鬼塚希美子（農学部）
□取材・文／アートセンターサカモト 栃木文化社 ビオス編集室

学生時代（土壌調査） 土壌調査。試料採取
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地域イノベーション戦略支援プログラム採択！

農学部附属農場が「教育関係共同利用拠点」に再認定
農学部附属農場は、平成26年7月31日に文部科学省から教

育関係共同利用拠点に再認定されました。（事業名：食と生命と

環境が有機的に融合した実践科学を学ぶ農学フィールド教育拠

点、事業期間：平成27年度から平成31年度までの5年間）
農学部附属農場は、平成22年度に教育関係共同利用拠点に認

定されて以来、平成25年度までの4年間で首都圏の延べ24大
学・1,320人の学生を受け入れ、大学ごとのオーダーメイドな
実習を開講してきました。それぞれの大学は、宇都宮大学にお

ける実習や講義を中核に位置づけた新しいカリキュラムの設置

を進めています。参加大学の専門分野は、栄養学部、家政学部、

教育学部、環境学部等、多岐に渡り、各大学における分野を超

えて実践的に活躍できる高度専門職人材の輩出に大きく貢献し

ています。このような実績が高く評価されての再認定になりま

す。

平成27年度からは、これまで実施してきた事業で構築した大
学間ネットワークを基盤に、大学間連携をさらに強化したフィ

ールド教育拠点形成を計画しています。将来的に、拠点利用大

学の多くの学生が共有できる大学間連携プログラムを構築し、

相互補完型の新しい実践的専門家養成課程へと発展させること

を目指しています。

宇都宮大学は、このたび、平成26年度文部科学省「大学教育
再生加速プログラム」に採択されました。本プログラムは、安

倍内閣が進める教育再生実行会議（3次提言、4次提言）等で提
言された国として進める改革の方向性のうち、（1）アクティ
ブ・ラーニング（2）学修成果の可視化（3）入試改革・高大接
続を行う取組を重点的に支援するもので、本学は、（1）と（2）
の「統合型」のテーマでの採択です。今回は、全国から250件
もの応募があった中で、全体（5区分）で46件の採択という高
倍率となり、そのうち統合型は21校の採択，中でも国立大学は
4校（全体5区分でも11校）という狭き門を通っての採択であ
り、本学の教育改革にも弾みがつくものと思われます。

内容は、宇都宮大学が現在進める「3C人材：新たな地域社会
の変革を担うべく主体的に挑戦し（Challenge）、自らを変え
（Change）、社会に貢献（Contribution）する人材」の養成の
ため、従来の学力に加えて「行動的知性」の伸長を図るもので

す。3C人材には、社会を構成する数々の事象の本質を見極め、
各自の価値観に照らして適正に判断するとともに、自らが持つ

知識・能力を最大限に用いて、新たな社会を創造するため自律

的に行動する能力を備えることが求められます。本プログラム

では、このような人材の養成のため、修得した知識の体系を自

らの行動につなげ、現実社会で実践していくための態度・志

向・感性とリテラシーで構成される能力要素を「行動的知性」

として指標化し、その修得を着実に実行し得る制度設計を行う

ことを目標としています。すでに本学では、平成25年度文部科
学省特別経費を獲得し、基盤教育センターを中心に、ラーニン

グ・コモンズを核としたアクティブ・ラーニングの実践を進め

ていますが、本プログラムでは、それに加えて、平成30年度ま
での5カ年間で、第一に能動的学修を促すアクティブ・ラーニ
ングの深化と拡充、第二

に既存科目に含まれる能

動的学修の抽出・整理と

高度化・体系化、第三に

ルーブリックに基づく行

動的知性評価手法の確

立、第四に既存の「到達

目標明示型自己実現学修

システム」との統合によ

る多面的学修評価システ

ムの開発を相乗的に実行

し、本学の学士課程教育

の質的転換を図ります。

平成26年度文部科学省
「大学教育再生加速プログラム」に採択

7月1日、栃木県内の産学官金の11機関からなる『とちぎフ
ードイノベーション推進協議会』が提案した戦略「とちぎ特産

物の多面的高度利用によるイノベーション～フードバレーとち

ぎを目指して～」が、文部科学省、経済産業省、農林水産省及

び総務省から地域イノベーション戦略推進地域に選定されまし

た。この戦略は、栃木県が生産量日本一を誇るいちごを活用し、

生産から加工、流通までの一貫した技術開発により、食に関連

する産業の活性化等を通じて、持続的なイノベーションを創出

し、国内外での競争力を強化するものです。

同時に、戦略を実現するための文部科学省の支援事業であり

ます地域イノベーション戦略支援プログラムも採択され、8月
から事業を開始しました。本プログラムでは（公財）栃木県産

業振興センターが総合調整機関となり、栃木県と宇都宮大学が、

県内の大学や企業と連携し、特に、いちご果実や加工品につい

ての機能性を明らかにし、輸出に向けた取組を重点的に進めま

す。主な研究内容は①輸出に対応した安心・安全な生産技術の

開発、②いちご果実の長期輸送中の収穫後生理と健康増進成分

の変化、③いちごの輸出促進を目指した機能性成分の探索・評

価です。また、県内食品関連企業の方々に宇都宮大学の高度な

分析機器を利用いただける環境を整備します。

本事業のため，宇都宮大学に矢ヶ崎一三特任教授、加藤　寛

特任研究員、安達真一特任研究員および豊崎美紅特任研究員を

招へいしました。また、塘　久夫特任技術職員を機器共用化メ

ニューの担当としてお迎えしました。総合調整機関である（公

財）栃木県産業振興センターの伊藤勤理事長をプロジェクトデ

ィレクターとし、小出和之地域連携コーディネーターと石原眞

興実用化促進コーディネーターと共に「大学等の知のネットワ

ーク構築」を目指します。県内企業と研究機関の連携や共同研

究を進めるとともに、研究成果の実用化を図り、栃木の「日本

一のいちご」を「世界一のいちご」へ進化させることを目指し

ます。つきましては、学内外の皆様のご理解とご協力を賜りま

すよう、どうぞよろしくお願いいたします。
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梨の収穫実習

牛の新生子管理実習
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I N F O R M A T I O N

平成26年度宇都宮大学附属図書館企画展案内
Ⅰ　企画展について

テーマ：輝く日光「世界遺産　日光の社寺」～登録15周年とその未来～
期　間：11月22日（土）～12月26日（金）
場　所：附属図書館本館3階　 参加費：無料

Ⅱ　企画展関連シンポジウムの開催について

1．趣旨：「日光の社寺」というすばらしい遺産を理解し後世に引き継ぐ
2．期日：11月23日（日・祭）午後2時～
3．場所：宇都宮大学UUプラザ2階コミュニティフロア
4．内容：1）日光の自然と歴史　-世界遺産登録の背景- 30分

講師　日光市文化財保護審議委員会・会長、比叡山安楽律院・

日光山興雲律院住職　中川光熹氏

2）文化財としての日光の社寺　-その保存と活用- 30分
講師　日光市教育委員会事務局文化財課課長補佐　鈴木泰浩氏

3）パネルディスカッション　30分
コーディネーター　宇都宮大学名誉教授　永井　護氏

○問い合わせ先：学術研究部図書課企画調整係

TEL：028-649-5130/5128

第11回学生＆企業研究発表会
宇都宮大学のほか、県内大学の学生による地域の活性化につなが

る研究や、人間生活の向上、改善に関する研究成果の発表を通じ、

地域における学と学との交流、並びに、産学官交流を図ります。

主催：大学コンソーシアムとちぎ／学生＆企業研究発表会実行委

員会／地域連携事業委員会／産学官連携サテライトオフィ

ス事業委員会

日時：12月6日（土）9：00～17：00
会場：とちぎ産業創造プラザ　宇都宮市ゆいの杜1-5-40
○問い合わせ先：産学官連携サテライトオフィス

TEL/FAX：028-667-0001
E-mail：sat@khaki.plala.or.jp

研究主題：子ども一人一人が輝く学校作り
～本人・社会のニーズに応じたキャリア教育と教育環境～（最終報告）

日時：2015年2月20日（金）9：00～16：00
場所：教育学部附属特別支援学校
内容：公開授業、全体会、分科会、ポスター発表
○問い合わせ先：教育学部附属特別支援学校

TEL：028-621-3871

公開研究会

研究主題「子どもの豊かな暮らしを創造する幼稚園の環境」

日時：2015年1月24日（土）
場所：教育学部附属幼稚園

内容：公開保育（3歳児）及び保育研究
○問い合わせ先：宇都宮大学教育学部附属幼稚園

TEL：028-622-9051

附属幼稚園「保育を語る会」

「峰ヶ丘祭」の開催に合わせ、11月22日(土)に在学生と卒業生
等との連携・親睦を深める機会として、ホームカミングデーを開
催いたします。卒業生・ＯＢのみなさまは、是非ともご参加くだ
さいますようご案内申し上げます。
詳しくは本学ホームページをご覧ください。
http://www.utsunomiya-u.ac.jp/

graduate/homecomingday.php
○問い合わせ先：宇都宮大学　企画広報課

TEL：028-649-8647
E-mail：kkikaku@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp

日頃より宇都宮大学の教育・研究・社会貢献活動に温かいご支援とご協
力を賜り誠にありがとうございます。宇都宮大学基金では、次の事業を行
うことを目的に、寄附をお願いしております。
（1）学生・生徒・児童等に対する支援
（2）国際交流の支援
（3）教育研究活動等への助成
（4）キャンパス環境の整備・充実
右ページの振込用紙をご利用いただく他に、本学ホームページよりクレジ
ットカードによるお手続きも可能です。
詳しくは本学ホームページをご覧いただくか、事務局までお問い合わせく
ださい。（Google、Yahoo!等の検索サイトで「宇都宮大学基金」と検索して下さい。）

http://www.utsunomiya-u.ac.jp/kikin/
○問い合わせ先：宇都宮大学基金事務局　TEL028-649-8177

E-mail：kikin@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp
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大学の社会貢献の一環として実施されている宇都宮大学公開

講座で、今年度新たに芸術・音楽系講座が「クラシック音楽へ

の招待　～オーケストラ音楽の楽しみ～」として8月11日～
27日にかけ開講されました。今回は本学管弦楽団と外部講師、
荻町修氏（本学ＯＢ、栃木県交響楽団指揮者）に協力を仰いで

の開講でした。前半3回は毎週1回、木管、金管、弦楽器の室内
楽演奏を含めた楽器紹介と、アマチュアオーケストラにみるオ

ーケストラ結成から演奏会開催までの道のり、苦労話などを披

露しました。後半の2回はフルオーケストラを峰ヶ丘講堂に招
いての講座となり、楽器紹介やオーケストラ内部に入っての演

奏鑑賞、指揮者体験、演奏者や指揮者の体験談や質疑応答を中

心とした内容となりました。演奏はもとより、普段なかなか体

験できないオーケストラ音楽の内側まで十分に堪能でき、受講

生には極めて好評でした。 （農学部／高橋行継准教授）

本学公開講座で
クラシック音楽講座開講

女性の活躍促進と、だれもが安心してくらせる社会を築くため
には何が必要かを考えるシンポジウムです。
日時：11月27日（木） 13：00開場　13：30～開演
場所：大学会館多目的ホール（峰キャンパス）
内容：●基調講演『男女共同参画の現状と女性の活躍』

板東久美子氏（消費者庁長官、前文部科学審議官）

●パネルディスカッション『女性のキャリア形成を考える
～栃木で活躍する女性たちと共に～』
県内で活躍する4名の女性

参加費：無料　　申込：不要
問い合わせ先：宇都宮大学女性研究者キャリア支援室

TEL：028-649-5151

文部科学省女性研究者研究活動支援事業シンポジウム

『かがやく女性　輝く社会』
第11回「宇都宮大学ベストレクチャー賞」受賞者が決定！

第11回宇都宮大学ベストレクチャー賞の表彰式が9月29日
に大学内で開催された「全学FDの日」において行われ、進村
学長から受賞者に対し表彰状が授与されました。

この賞は、本学の基本的な教育目標である「広く社会に開か

れた大学として、質の高い特色ある教育と研究を実践し、人類

の福祉の向上と世界の平和に貢献する。」を達成するための一

環として、優れた講義を行っている教員を表彰するものです。

また受賞者の授業実践方法を紹介することで、教員相互の授業

改善の意識向上に役立てています。

第3回宇都宮大学ホームカミングデー

宇都宮大学基金へのご協力のお願い

第63回関東甲信越大学体育大会
での本学学生の活躍

平成26年8月15日（金）から8月31日（日）の17日間に
わたり、第63回関東甲信越大学体育大会が開催されました。
連日続いた猛暑の中、宇都宮大学から240名の学生が15競

技に参加し、以下のとおり上位入賞しました。
【団体戦】
優　勝　　弓道（女子）、バレーボール（女子）
準優勝　　バレーボール（男子）
第3位　　ソフトテニス（女子）、剣道（女子）
【個人戦】
陸上競技 女子走高跳　　第1位　遠藤未久　教育学部4年

〃　　　　第2位　布藤ひかり　農学部4年
女子やり投げ　第1位　野中紗希　教育学部2年
〃　　　　第2位　中里華澄　教育学部3年

男子3,000ｍ障害　第3位　郡司康平　教育学部4年
水泳　　 男子400ｍ自由形　第1位　佐藤勝哉　教育学部1年

女子100m自由形　第2位　田北唯真　教育学部1年
女子50m自由形 第3位　田北唯真　教育学部1年

弓道　 女子　　　　　第1位　庄司芽衣　教育学部2年

第11回「宇都宮大学ベストレクチャー賞」受賞者
○国際学部専門教育科目

アンドリュー　ニール　ライマン

○教育学部専門教育科目

人見　久城、中島　望、森田　香緒里

○工学部専門教育科目　

郡　公子、杉山　央、平田　光男

○農学部専門教育科目

橋本　啓、蕪山　由己人

○基盤教育科目

ベナー　バイロン　グラント、山口　喜雄（教育学部所属）、

梅木　由美子（留学生・国際交流センター所属）、高橋　滋　

（農学部所属）

○問い合わせ先：宇都宮大学　大学祭実行委員会

TEL：028-634-5877
URL：http://minegaokasai.web.fc2.com/gakusai/

※22日、23日の10：00～19：00の時間帯はライブやステージイベント
の都合上大きな音が流れる場合があります。また、本年も閉会式（23日
18：30頃）に花火をあげさせていただきます。まことに恐れ入りますが
ご了承ください。
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■企画広報課では、皆様の声をお待ちしております。
ご意見・ご要望などをお寄せください。

【宛先】宇都宮大学　企画広報課
〒321-8505 栃木県宇都宮市峰町350
TEL：028-649-8649 FAX：028-649-5026
E-mail：plan@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp


